
名 船  発  堀 〈帆船〉

初代 「大十1しJ′)うの

ンル・フリーン

地中海で数奇な後半生をおくった

青函連絡船

(主要目)カ ーフェリー、ソル ・ライン社運航(キブロス船籍)

6′15総 トン、主機ディーゼル 2基、出力5′400馬力、

航海速力 7(ツ、旅客定員630人、 948年三菱重エ

神戸造船所建造  ― ソル ・ライン当時の要目―

青

函
連
絡
船

の
そ

の
後

二
月
の
あ
る
Ｈ
、
は
る
か
函
館
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
支
局
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
氏
か
ら
、
取
材
ｔ
打
が
か
か

っ
て
き

た
。
ず
Ｈ
内
連
絡
船

の
そ
の
後
に
と
ぃ
ぅ
テ
レ
ビ
岳
組

を
企
画
し
て
い
る
の
で
、
売
却
さ
れ
た
い
ぶ
な
の
規

状
を
教
え
て
は
し
い
、
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

青
函
連
絡
船
が
、
市
函
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
と
も

な
い
、
明
治
以
来
八
十
年
の
圧
史
に
ビ
リ
オ
ド
を
打

っ
て
か
ら
、
ま
る
四
年
。
引
退
し
売
却
さ
れ
た
八
隻

の
連
絡
船
は
今
、
こ
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

八
甲
回
丸
▽
育
森
で
展
示
保
作
。

摩
周
丸
　
ｖ
内
館
で
展
ホ
保
存
。

キ
怖
丸
　
〉
・
ジ

ェ
ノ
バ
の
円
際
情
比
会
に
Ｈ
本
館

と
し
て
展

小
。

十
和
１１１
丸
子
ク
ル
ー
ズ
作
船

「
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ

・

ド
リ
ー
ム
」
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
た
が
、

営
業
停
止
。
佐
世
保
に
係
船
。

大
雪
丸
　
▽
洋
上
ホ
テ
ル
に
な
る
計
画
だ

っ
た
が
、

購
入
会
社
が
倒
亡
。

桧
山
丸
　
▽
研
修
ク
ル
ー
ズ
船
Ｆ
一十

一
世
紀
号
」

に
変
身
し
た
が
、
営
業
停
止
。

石
狩
丸
　
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
セ
イ
ド
ン

・
ラ
イ
ン
の

フ

ェ
リ
ー

「
ラ
ン
テ
ィ
」

と
し
て

エ
ー

ゲ
海

で
活
解
。

空
知
丸
　
７
キ
プ

ロ
ス
に
売
却
．
地
中
海
水
域

で

貨
物
輸
送

に
従
■
。



ご
覧
の
よ
う
に
、
連
絡
船
ゆ
か
り
の
青
森
、
函
館

で
余
生
を
お
く
っ
て
い
る
こ
隻
以
外
は
、
散
り
散
り

に
な
り
、
う
ち
工
隻
は
海
外
に
売
却
さ
れ
た
。

ま
た
、　
一
足
先
に
引
退
し
た

「津
軽
丸
」
と

「松

前
丸
」
も
、
海
外

（北
朝
鮮
）
に
身
売
り
。
「津
軽
丸
」

は
そ
の
後
、
パ
ナ
マ
船
主
の
手
に
渡
り

「
ア
ル
・
ジ

ャ
ワ
ヘ
ル
」
と
改
名
、
紅
海
で
フ
ェ
リ
ー
と
し
て
働

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
青
函
Ｏ
Ｂ
の

『第
二
の

人
生
』
は
波
乱
含
み
で
あ
る
。

内
戦

の
ュ
ー
ゴ
で
爆
沈
し
た
元

「
大
雪
九
」

だ
が
、
波
乱
万
丈
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
彼
女
た

ち
の
先
詩
格
の
初
代

「大
雪
丸
」
ほ
ど
、
数
奇
な
後

半
生
を
お
く
っ
た
船
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

近
着
の
英
国
ワ
ー
ル
ド

・
シ
ッ
プ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
会
誌

『
マ
リ
ン
ニ
ュ
ー
ス
』
の
海
難
の
ベ
ー
ジ
に
、

こ
ん
な
記
事
が
出
て
い
た
。

「
ツ
ル
・
フ
リ
ー
ン
号

（六
千
百
五
十

一
総
ト
ン、　
一

九
四
八
年
建
造
、
も
と
大
雪
丸
）
。
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
。

船
主
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ロ
イ
ア
ル
テ
ィ
・
シ
ッ
ピ
ン
グ

社
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
船
籍
。
本
船
は
九

一
年
十
二
月

六
日
、
ビ
ー
ス
島
南
の
沖
十
五
マ
イ
ル
で
爆
発
し
炎

上
、
沈
没
し
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
軍
の
チ
ャ

ー
タ
ー
に
よ
り
軍
需
物
資
を
積
載
、
プ
ー
ラ
か
ら
バ

ー
ル
ヘ
向
か
う
途
中
の
事
故
だ
っ
た
」

事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
積
荷
の
軍
需
品
の
中
に
は
武
器
、
弾
楽
、
燃
料

．
ャ
≡
≡！
．
一
一
一
張鹸
線簿
韓
毒
牟
≡
登
適
迎
衝
癒
趨
整
醒
鹸

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
が
何

ら
か
の
理
由
で
爆
発
を
起
こ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

人
為
的
な
爆
発
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
「
マ
リ
ン
ニ

ュ
ー
ス
」
は
何
も
伝
え
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
ツ
ル
・
フ
リ
ー
ン
」
と
い
う

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
船
は
、
ま
こ

と
に
キ
ナ
臭
い
船
歴
の
持
ち
主
な
の
で
あ
る
。

数
年
前
の
八
八
年
二
月
に
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ

（パ
レ
ス

チ
ナ
解
放
機
構
）
の
チ
ャ
ー
タ
ー
で

「
パ
レ
ス
チ
ナ

帰
還
の
船
」
と
し
て
就
航
す
る
直
前
、
中
束
の
キ
プ

ロ
ス
で
爆
破
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｏ
が

三
度

に
わ
た
リ
チ

ャ
ー
タ
ー

パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
乗
せ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
向
か
お

う
と
い
う
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の

「帰
還
の
船
」
の
計
画
は
、
第

二
次
大
戦
直
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
船
「
エ
ク
ソ
ダ
ス
」

を
モ
デ
ル
に
、
祖
国
を
持
た
ぬ
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
現

実
を
国
際
世
論
に
訴
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
移
民
船

「
エ
ク
ソ
ダ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
映
画

「栄
光

へ
の
脱
出
」
に
詳
し
く
描
か

れ
て
い
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
か
ろ
う
。

Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
っ
て
占
領
地
か
ら

追
放
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
百
三
十
人
と
報
道
関
係

者
な
ど
五
百
余
人
を

「
ソ
ル
・
フ
リ
ー
ン
」
に
乗
せ

て
、
キ
プ
ロ
ス
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
ヘ
向
か
う
計
画
を

立
て
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
プ
ロ
ス
に
停
泊
中
の

「
ソ

ル
・
フ
リ
ー
ン
」
の
船
内
で
突
然
爆
発
が
起
こ
り
、

燃
料
タ
ン
ク
な
ど
が
壊
さ
れ
て
船
体
が
傾
い
た
。

こ
れ
が
八
八
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
八

二
年
に
は
、
こ
の
船
は
パ
レ
ス
チ
ナ

・
ゲ
リ
ラ
の
撤

退
作
戦
に
も
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
八
月
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
レ
バ
ノ
ン
侵
攻
に
伴
う
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
ベ
イ

ル
ー
ト
撤
退
の
際
に
、
パ
レ
ス
テ
ナ

・
ゲ
リ
ラ
の
脱

出
船
と
し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
て
い
る
。
中
東
に
せ

よ
、　
ユ
ー
ゴ
に
せ
よ
、
現
代
史
の
火
菜
庫
の
よ
う
な

地
域
で
あ
る
。
彼
女
は
、
こ
う
し
た
物
ほ
な
水
域
で
、

物
騒
な
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
船
加
史
上
稀
有
の
キ
ナ
臭
い
船
歴
の
持
ち
主

の
前
身
が
、
青
函
連
絡
船
の
初
代

「大
雪
丸
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、　
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
「大
雪
丸
」
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
青
函
航
路

復
興
の
先
駆
け
と
な
っ
た

「洞
爺
丸
」
型
客
載
貨
車

渡
船
の
第
四
船
で
、　
一
九
四
八
年
に
三
菱
重
工
神
戸

造
船
所
で
建
造
さ
れ
、
戦
後
の
約
二
十
年
間
、
津
軽

海
峡
の
女
王
と
し
て
君
臨
し
た
。

彼
女
の
波
乱
の
船
歴
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
青
函

連
絡
船
が
幕
を
閉
じ
た

一
九
八
八
年
春
、
本
誌

（八

八
年

一
月
号
）
に

『青
函
連
絡
船
の
八
〇
年
』
と
い

う
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
を
書
き
、
そ
の
中
で
く
わ
し
く
紹

介
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

終
青
時
の
船
齢
四
十
二
年
。
海
外
に
身
売
り
し
た

内
航
客
船
は
数
多
い
が
、
初
代

”大
雪
丸
」
の
よ
う

な
数
奇
な
後
半
生
を
お
く
っ
た
船
は
、
ほ
か
に
は
な

い
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
迫
生


